
第３節　　啓　　　　　発

１．環境保全に関する啓発
（1）生活排水対策

昭和61年度より、梅田川流域を中心に各種の生活排水対策活動を実施しており、平成14年度にお

いては、下記の事業を実施した。

①　啓発活動

・クリーン推進員の設置

生活排水対策の地域リーダーの育成を図るため、流域内の中学校PTA及び校区総代会より21名

を委嘱し、住民主体の浄化啓発を推進した。

・生活排水対策講習会の開催

町内会及び各種団体に対して、生活排水対策講習会を開催した。

・エコクッキング講習会の開催

環境にやさしい料理の体験を通し、生活排水対策を啓発した。

エコクッキング
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・各種イベント参加

市等主催のイベントに参加し、パネル展示・浄化資材の配布等啓発活動を実施した。

アクアフェスタ（簡易水質調査）

②　西の川等クリーン事業

梅田川流域生活排水対策推進計画に基づき、西の川等流域内の全住民を対象に下記生活排水対

策実践活動を実施した。

・生活排水対策講習会の開催

植田町計88名に対して、生活排水対策講習会を開催した。

・水質浄化資材の配布

銅製キッチンバスケット等を1,115世帯に配布し、浄化実践活動を実施した。

・水質調査及びアンケート調査

実践活動前後の水質調査を実施した。また、水質浄化意識アンケ一トを実施し、その結果を各

世帯に報告した。

③　水質測定器等の貸出し

○　COD測定器

市内小中学校の授業用　　　　： 9件

一般市民の学習用　　　　　　：22件

○　水生生物調査用器材

市内小中学校の授業用　　　　： 4件

一般市民の学習用　　　　　　： 5件

○　透視度計

市内中学校の授業用　　　　　： 1件

一般市民の学習用　　　　　　： 1件

○　パネル

市内小中学校の授業用　　　　： 3件

一般市民の学習用　　　　　　： 1件
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２．廃棄物に関する啓発
（1）啓発冊子「ごみガイドブック」の作成

ごみの分別、ステーションへの持ち出しマナー、日常生活の中で守らなければならないルールを

図柄等を使い分かりやすくPRしたもので、豊橋市への他市からの転入者、地元説明会への参加者等

に配布し、地域環境の保全、清掃意識の高揚を図ることを目的として作成している。

なお、近年、外国人定住者の増加に伴い各種のごみに関する認識、生活環境などの違いによる地

域住民からの苦情に対応するため、ポルトガル語、スペイン語、英語、中国語の４種類のごみガイ

ドブックを作成し全世帯に対して配布している。

（2）ごみ収集日程表「クリーンカレンダー」の全世帯配布

豊橋市においては平成２年７月よりごみの収集日を従来の曜日指定収集から日指定収集に切り替

え、もやせないごみの月２回収集、有害ごみと大きなごみを同一収集日から各々の収集日に収集し

たり、平成13年４月から大きなごみの戸別有料収集に切り変えた。さらに、平成15年７月１日から

７分別収集を開始した。

ごみ収集日は平成２年７月より全世帯に年間収集日（７月１日から翌年６月30日まで）の周知、

分別の方法、処理困難物の説明等の内容を記載した「クリーンカレンダー」を作成、配布を行い、

分別による適正な処理及び減量の確保を図っている。

（3）小学４年生の社会科副読本資料集の作成

小学４年生の社会科では、郷土（豊橋市）のことを中心に学習しているが、小学４年生全児童に

社会科副読本資料集「まちをきれいに」を配布し、日常生活に密着した清掃事業について深い理解

と清掃意識の高揚を図ることを目的とする。

（4）ごみ減量啓発ビデオの貸出し

清掃施設や清掃事業の実態を子供から大人まで分かりやすい内容で紹介したビデオを作成し、

「ごみ減量」の必要性を啓発している。

題　　名　　ごみにしないでリサイクル、分けて・集めて・リサイクル

作成本数　　110本（平成８年度作成）

配 布 先　　小学校　52校、 中学校　21校、 地区市民棺　22校、 貸出用15

（5）透明ごみ袋の推進

ごみの分別意識の向上を通したごみ減量の推進、収集作業の安全性の確保を図るため、透明また

は半透明袋に、またレジ袋についても半透明以上に平成10年７月から切り替えた。

（6）啓発冊子「産業廃棄物処理の手引き」の作成

中核市移行に伴い、産業廃棄物行政が県から委譲されたため、産業廃棄物の減量化、資源化及び

適正処理等を説明した冊子を産業廃棄物適正処理指導要綱説明会等で事業者向けに配布している。
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（7）「地域資源回収の手引き」の作成

ごみの減量化や再資源化に大変すぐれた効果のある、地域資源回収を今後も継続し、活動を通し

たごみ減量意識の形成に向け、より多くの市民が活動に参加していただけるよう手引きを作成した。

（8）「浄化槽管理手帳」の作成

浄化槽の保守点検、清掃及び法定検査など正しく維持管理して、川や海をきれいにするため作成

した。

（9）「事業系ごみ減量行動マニュアル」の作成

増加する事業系一般廃棄物に対応するため、ごみ減量の必要性、紙ごみのリサイクルなどを内容

とするごみ減量行動マニュアルを作成し、事業所訪問に活用している。
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３．資源・エネルギーに関する啓発
（1）太陽光発電システム設置整備事業

①　補助制度の概要

太陽光発電システムは無尽蔵な自然エネルギーを利用し、発電時に二酸化炭素を発生しないク

リーンなシステムである。地球環境の保全のうえからも、太陽光発電に代表される環境負荷の少

ない新エネルギーを積極的に導入していく必要がある。そこで豊橋市では太陽光発電システムの

設置者に対し補助を行う太陽光発電システム設置整備事業を平成11年度から実施している。

②　補助対象

（財）新エネルギー財団が実施する事業の補助を受けて、自ら居住する豊橋市内の住宅に太陽

光発電システムを設置する者。

③　補助金額

太陽電池モジュールの最大出力１kW当たり15（10）万円、上限60（40）万円。

※（ ）内は平成15年度。

④　補助実績

・平成11年度　　 20件

・平成12年度　　 60件

・平成13年度　　 80件

・平成14年度　　198件

（2）雨水貯留槽設置整備事業

①　補助制度の概要

屋根に降る雨も流してしまえば活用できないが、溜めて使えば立派な水資源となる。そこで豊

橋市では雨水の有効利用を図るために雨水貯留槽設置者に対して補助を行う雨水貯留槽設置整備

事業を平成11年度から実施している。

②　補助対象

豊橋市内の居住地に雨水貯留槽を設置する者。

③　補助金額

雨水貯留槽の購入金額の２分の１、上限18,000円。

④　補助実績

・平成11年度　　22件

・平成12年度　　14件

・平成13年度　　31件

・平成14年度　　45件
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４．環境教育の推進
（1）小学校訪問授業

①　目的：こどもたちに、身の回りの環境問題に目を向けて興味を持ち、理解を深めてもらうため、

小学４・５年生を対象に実施。

②　方法：パンフレット「みんなで地球をすくうために」を教材とし、３つのテーマを設定し、パ

ネル等を使用しながら、職員が教室に出向き１クラス単位で実施。

〈テーマ１〉温暖化を防ごう

１）実施日：平成15年１月14日～１月30日

２）場　所：市内18校38学級の各教室にて

実施

３）内　容：地球の環境問題について「地　　

球の温暖化」を中心に話をす

すめ、環境を守るために私た

ち一人ひとりが心がけるべき

ことを考える。

〈テーマ２〉水をまもろう

１）実施日：平成15年１月14日～１月17日

２）場　所：市内４校の教室にて実施

３）内　容：水環境について、公害から生活排水のことまで水の流れについて話をし、どうすれ

ば川や海がきれいになるか考える。
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授業の要旨（黒板に整理する内容）

地球の病気�温暖化＝空気中の二酸化炭素がふえ、地球の温度があがっている

①　なぜ、二酸化炭素がふえてきたのか？

（1）石油や石炭の使いすぎ

（2）森林が少なくなっている

②　二酸化炭素で、なぜ温度があがるのか？

（1）毛布のような温室効果

（2）以前１万年で１度　今10年で0.3度上昇

③　地球の温度があがるとどうなるか？

（1）海面の上昇　2030年20cm 100年後65cm

（2）異常気象→農作物へ被害

④　地球のために、どうすればよいか？

（1）エネルギーの節約（電気・ガソリン）

（2）森林を守ろう（古紙のリサイクル）

授業の要旨

①　水の汚れとは？ ②　毒の汚れ ④　どうすれば川や海がきれいになるか？

（1）毒の汚れ ・公害（水俣病等） ・川や海に食べ残しやゴミを流さないよ

（2）有機物の汚れ ③　有機物の汚れ うな生活をする

（3）ゴミの汚れ ・生活排水が原因



〈テーマ３〉ごみを少なくしよう

１）実施日：平成14年６月12日～７月12日

２）場　所：市内19校44学級の各教室にて実施

３）内　容：ごみ問題が天然資源の枯渇などの環境問題と関連していることについて話をすすめ、

ごみを少なくするためにはどうしたらよいかを考える。
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授業の要旨

①　いま、地球にこんなことが起こっている（地球温暖化、ごみ問題など）

②　ごみがふえてきて（とよはしのごみなど）

③　ごみはなぜできるの？

④　ごみのゆくえ（空き缶、あきびん、ペットボトル、紙のリサイクル）

⑤　ごみを少なくするために、みんなにできること

リサイクル３つのＲ（まずはごみを減らす、使えるものは使う、最後にリサイクル）




